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令和８年 10 月 25 日発行 

                     発行 城端まちづくり協議会 

              城端交流センター 
               (城端庁舎内) 

TEL/FAX    0763-62-1066 

                                    ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  jouhana.kmn@gmail.com 

                                   

 【防犯・安全部会】 
防犯安全－１ 「自主避難訓練」 「防火訓練」実施しました 

より実災害に即した「実災害型避難訓練」として、日中に実施しつつ、「地震+停電」「区

長不在」「夜間」を想定し安否確認方法として「白タオルの掲示」を採用しました。 

【自主避難訓練】(全 13 ヶ町) 

 日  時： ９月 27 日(日)  ９：００ ～ 

想定災害 

地震(震度６強)＋城端地区一帯の停電（停電が長時間発生している前提） 

※森本・富樫断層帯を震源とする震度 6強の地震が発生 

※ 春先の強風時に城端地区で数時間にわたる停電が発生 

訓練時間 訓練日、時間を事前に連絡した日中ですが、夜間 20 時に災害が発生と設定 

制約条件 区長が不在と設定 ⇒ 町内のまとめ役(２～４名)を中心に対応 

災害連絡 
城端まちづくり協議会より LINE「災害時緊急連絡網」(各町内２名)を活

用して各町内に連絡 

白タオル 

の掲示 

自主避難訓練での安否確認として「災害時に家族が無事なら玄関に白タオル

を掲示」し、安否確認・訪問班による確認 

 ・夜間・停電対策として、ﾍﾙﾒｯﾄにﾍｯﾄﾞﾗｲﾄを付けての対応や懐中電灯持参 

・町内役員がそれぞれの役割を分担し、白タオルの掲示により過年度よりもス

ムーズに安否確認が行われました。 

・各町内で作成済の「災害時要支援者マップ」に基づき、要支援者への声掛け 

【防火訓練】 (東下、西上、東新田、南町の４町内) 

   1) 消火栓の取扱訓練    (放水訓練は中止) 

   2) 消火器(水)による消火訓練 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

△ 一時避難所への避難 △消火栓取扱訓練中 △消火器(水)による消火訓練 

「城端まちづくり協議会」だより 

Vol.90(10 月号) 

行事報告 

自主避難訓練の結果    対象 1,514 名に対し、 

   安否確認率 ：94.3 ％        安否未確認率：  5.7 ％：87 名  でした。 

   白タオル掲示率(自宅待機方式)  ： 75.2 ％ 
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教育文化－３ 「ふるさと寺子屋 2026」 大道芸 開催！ 

 ９月 26 日(日)、城端別院善徳寺で開催された「ふるさと寺子屋 2026」(主催:商工会青年部

城端支部)に教育文化部会として、「あしながＺＵＴＡ」「クラウンピピー」さんを招待！ 

 約３メートルの長身で人気の「あしながＺＵＴＡ」さんは、シャボン玉を帽子から吹き出し

ながら会場内を練り歩き、バルーンで剣やウサギなどを作りながら次々と子どもたちへプレ

ゼント。さらに、ＺＵＴＡさんの長い足の間を観客が通り抜ける“特別体験”も大人気でし

た。 

 一方、“日本一小さなピエロ”「クラウンピピー」さんは、軽快でリズミカルなダンスに合

わせて、バルーンやジャグリングを披露し、観客参加のパフォーマンスに拍手喝采でした。二

人の存在が、イベント全体を明るく、楽しいひとときと変えてくれました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

教育文化－４ 

 「空き家万博プロジェクト ブース」 設置・開催！ 

「空き家万博プロジェクト」は、城端地区ミーティングで生まれたア

イデアを形にした取り組みで、空き家を“地域の魅力を生む資源”とし

て活用することを目指し、子どもから大人まで気軽に参加できる「わちゃ

わちゃ楽しいイベント」をつくり出し、地域の活性化につなげていくこと

が狙いです。 

 初年度となる今回は、「ふるさと寺子屋 2026」に合わせて善徳寺本堂

に特設ブースを設置し、コマ回し・メンコ・大きなトランプ・富山弁カル

タ・黒ひげ危機一髪など、子どもから大人まで楽しめる昔遊びを多数用意

しました。 

 どれも短時間で遊べる内容で、友達同士はもちろん、親子で挑戦する姿

も多く見られ、世代を超えて笑顔が広がり、にぎやかな雰囲気に包まれていました。 

 今回の取り組みは、空き家を活用した未来のイベントづくりに

向けた第一歩。地域の人が気軽に集い、遊び、つながる場づくりの

可能性を感じました。 
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教育文化－５ 「むぎや辻踊り」復活！ 

「むぎや辻踊り(波場の坂復活)プロジェクト」は、城端地区

ミーティングで生まれたアイデアを形にした取り組みで、むぎ

や祭出演団体が独自に実施する辻踊り（町並み踊り）のスケジ

ュールと開催場所を有志団体「城端継創庵ツナギテ」がまとめ

ました。 

第 74 回「城端むぎや祭」（９月 20 日〔日〕・１日開催）で

予定されていた「むぎや辻踊り」は、降雨の影響により半分以

上の演目が中止となりました。 

それでも実施された「むぎや辻踊り」では、雨上がりのしっ

とりとした街並みを背景に、善徳寺会場やじょうはな座会場とはまた違った、城端ならでは

の情緒が漂う環境の中で、踊り子たちが力いっぱい演舞を披露しました。沿道には傘を手に

した観客による拍手が響き、まち全体が温かい雰囲気に包まれました。限られた時間ではあ

りましたが、辻踊りならではの臨場感と、地域の人々の支え合いが感じられるひとときとな

りました。 

 

 

 

 

 

  

△善徳寺前交差点 △ 浄念寺 

 

【環境・土木部会】 

環境土木－５ 「地畠元池の草刈り(秋)」実施！ 

地畠元池は、国道 304 号線沿いの南町地内にある城端地区の防火用水ため池です。

同行事は平成 23 年度からの継続事業で、春に引き続き、10 月４日(日) 午前６時 30

分～１時間程度 13 ヶ町内から延 24 名に参加いただき、元池周囲の草刈(刈払機、人

力)を実施しました。参加いただいき、ありがとうございました。 
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【福祉・健康部会】 

福祉健康－１ 「健康体操」の開催< 予定 > 

地区内の高齢者が集まり適度な運動や参加者同士の交流を通して介護予防に取り組む「健

康体操」は、体操講師の指導の下、月２回（第２火曜、第４火曜）の頻度で６５歳以上の高齢

者の方を対象としています。皆さんのご参加、お待ちしております(参加無料)。 

11 月(予定)： 11 月 10 日(火)  11 月 17 日(火)  10 時～11 時頃  

場   所： 城端庁舎 ２０３号室   

＜健康体操の内容紹介＞ 「転倒予防」「認知機能の維持」「日常生活の動作向上」 

貯筋運動 
筋力の維持・向上を目的とした運動。転倒予防や健康寿命

の延伸を目指します 

脳トレ リズム体操 リズムに合わせて手足を動かし、脳を活性化する運動 

脳トレ 指体操 指先を使いながら脳を刺激する運動 

脳トレ リアクション体操 じゃんけんや合図に反応し、判断力や集中力を高める運動 

用具を使った脳トレ 
お手玉や筒けんなどを使い、楽しみながら 手先を動かし、

脳や身体の活性化を図る運動 

スクエアステップ ステップを覚えながら歩く認知機能向上運動 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

△脳トレ リズム体操 △用具を使った脳トレ △ スクエアステップ 

 

福祉健康－２ 「資源集団回収事業」の開催< 予定 > 

資源ゴミの回収の促進、資源ゴミが出せない方々に地域の方々の協力を

得て資源回収を図ることを目的に、月１回に頻度で資源回収事業を実施し

ています。 

回収物 アルミ缶、新聞・チラシ、雑誌、段ボール 

日時 毎月 第３日曜日 8 時～11 時《 雨天決行 》 

場所 城端市民センター裏の車庫 

次回 ： 11 月 15 日(日) 8 時～11 時 

＜資源集団回収のお願い＞  

◎「紙ひも」で縛ってね！ 

「ビニールひも」「粘着テープ」はダメ(資源

化の弊害) 

 ◎「段ボール」の粘着テープ,伝票は極力取り除いてください 

 

今後の行事予定 

「紙ひも」で縛ってね！ 


